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エアバッグ 
モジュール 

基準不適合発生箇所 

助手席エアバッグのインフレータ（膨張装置）を対策品に交換

した車両において、エアバッグの排気孔が小さいため、エアバッ

グ展開時にエアバッグ組付けブラケットに亀裂やエアバッグ排気

孔部が破れることがある。そのため、エアバッグが適正に展開せ

ず、最悪の場合、乗員保護性能が低下するおそれがある。 

インフレータ 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：             は、交換部品を示す。 

改善の内容 

全車両、当該エアバッグモジュールを対策品と交換する。 
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